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　本会では、九州・山口各県に９つの地域委員会を設置してい

ます。各地域の諸課題を調査研究し、九経連全体の活動に反映

させることでその実現を図ることを目的としています。各地域

の会員の皆様は、この地域委員会にご参加いただけます。

（なお、沖縄地域については、地域委員会に代わるものとして、

沖縄連携フォーラムを毎年開催しています。）

　本会の会合のご案内・活動報告については、ホームページに

掲載いたします。メールサービスにご登録いただくことによっ

て、ホームページの新着記事についてお知らせします。その他、

本会にて取りまとめた提言や各種関連資料などをお届けいた

します。また年４回「九経連四季報」を発行し、本会の取り組みに

ついて詳しくご紹介いたします。

本会総務国際部にご連絡ください。こちらよりご説明に
お伺いいたします。その後、入会申込書（本会所定様式）
をご提出いただきます。

　本会では、本会の事業を推進する機関として、分野ごとに5

つの委員会を設置しており、会員の皆様は、ご希望の委員会に

所属、ご参加いただけます。委員会では、各種課題等に関する講

演会や視察、ワーキングなどを通じて、調査研究を行い、会員の

皆様のご意見やご希望を基に、施策の立案、政府・関係機関に

対する意見や要望の取りまとめなどを行い、事業の推進に取り

組みます。

情報発信

池 辺 和 弘

九経連は1961（昭和36）年、石炭から石油へのエネルギー転換や急速
な経済成長によって、多くの地域課題が山積する中で、個別企業の枠を
超えて、九州を発展させなければならないという強い危機感から、経団連、
関西、中部に次いで全国で4番目の総合経済団体として設立されました。
それ以来、地域経済の発展に向けて、九州自動車道や九州新幹線な

どの交通基盤整備、自動車や半導体関連産業の集積強化、九州一体と
なって観光を振興する「九州観光機構」の設立などに取り組んできました。
現在、未曾有のコロナ禍を経て、DXの急速な進展やGXへの対応

など取り巻く環境は大きく変化し、規制や枠組みの見直しを迫られる一
方、インバウンドの急増や半導体を中心とする投資拡大などにより、九州
経済は新たな局面を迎えています。
私は、倉富会長の後を受けて、2025年6月に、第10代九経連会長

を拝命いたしました。歴代会長の意思を引き継いで、「九州を明るく、元
気にしたい」という地域への強い想いのもと「九州から日本を動かす」と
いう使命を実現するために、目の前の課題解決に向けて精一杯尽力し
てまいりたいと考えています。
九経連では、創立60周年を機に策定した「九州将来ビジョン2030」

を活動指針に、「幸せコミュニティ」の実現を目指してさまざまな事業に取
り組んでいます。
今年度は、第2期中期事業計画（2024～2026）の中間年にあたります。

これまで将来への基盤づくりのために、諸先輩に蒔いていただいた種が
着実に芽吹きつつあります。
中でも、「新生シリコンアイランド九州」の実現は、九州の新たな成長エ

ンジンとなり、九州経済の発展を促進するにとどまらず、日本全体の経済
成長および経済安全保障にとっても極めて重要な課題だと考えています。
また、気候変動や不安定な世界情勢に加え、少子高齢化による人口
減少や担い手不足の問題もあり、食料安全保障の強化も重要な課題と
なっています。
当地域の強みでもある農林水産業のさらなる活性化に向けて取り組

む一方、頻発する大規模災害への対応についても、GXの推進等を通
じて積極的に取り組んでいく必要があります。
さらに、九州の持つ、温暖な気候、豊富な観光資源、クリーンで安価
なエネルギーといった優位性を活かしながら、投資促進や交流人口の
拡大を図るとともに、DXによる生産性向上を所得向上につなげ、景気
の好循環を実現していかなければなりません。
こうした魅力ある地域の実現のために、第3回目となる国際サイクル
ロードレース「マイナビ ツール・ド・九州2025」や、「九州MaaS」の充実
強化についてもしっかりと進めてまいります。
九州の“まとまりの良さ”をフルに活かして、産官学一体となって地域の
力を結集し、一つでも多くの好事例を九州から全国に示してまいりたい
と思います。
九経連の活動にご支援、ご協力を賜りますよう、ご入会を心よりお待ち
申し上げます。2025年6月改訂

（九州電力株式会社 会長）



筑後地域委員会

●共生と共感によって、成長と心の豊かさが好影響を与え合い、
　新たな価値を共創する持続可能な地域を目指します。

暮らしやすさ（Quality of Life）と新たな価値の創出

地域共創委員会

Ⅲ
自立型広域連携アイランド

「成長エンジン」と「幸せコミュニティ」
を支えるインフラ整備

8
分散型社会の一翼を担う

自立型広域経済圏モデルの構築

9
安心安全を確保する防災レジリエンス・

バックアップ機能強化

10

Ⅰ
成長エンジン

Ⅱ
幸せコミュニティ

既存産業 次世代産業

暮らしやすさ（Quality of Life）と
新たな価値の創出

共助社会を実現する
ダイバーシティ・インクルージョン

コミュニティ形成

日本を動かす
リーディング産業の

育成・誘致

1 6

7

新たな時代を担う教育・人材育成
5

地理的優位性を活かした
アジアとのシームレス化

4

生産性向上と新たな価値を生み出す
九州イノベーションエコシステムの構築

3

カーボンニュートラルを
先導するエネルギー環境の整備

2

１．｢新生シリコンアイランド九州」の
実現

２．各産業の高度化・持続可能性向上・
成長支援

３．GX推進および将来にわたって産業と
生活を支えるエネルギーの安定供給
に資する取組

４．産学官連携によるイノベーションエコ
システム構築支援

５．アジア地域諸国・世界との連携強化

６．産学官連携による高度専門人材の育成
支援

＜2025年度方針＞
　2025年度は、新生シリコンアイランド九州の実現に向けた取組を強化するとともに、農林水産業の振興と輸出拡大など九州の強みを活かしながら九州の
成長エンジンを伸ばしていく。また、地方創生2.0の追い風をとらえ、若者・女性に選ばれる地域づくりを推進するとともに、九州全域の賃上げ機運の醸成を
図り、成長と分配の好循環を実現していく。更に、九州の産学官のまとまりの良さを活かし、九州MaaSやデジタルを活用した災害対策の高度化などハード・
ソフト両面からインフラ整備を推進し、自立型広域連携アイランドを目指していく。

第2期中期事業計画
11の重点戦略

（2024～26年度）

九州将来ビジョン2030
実現に向けて取り組むべき10の課題とその関係図

新たな時代の成長エンジン

７．九州地域の経済・産業活性化による
所得・給与向上の取組

８．多様性・包摂性ある風土の醸成

11．九州各地域に共通する課題・九州全域
に波及する課題の解決

第2期中期事業計画
11の重点戦略

（2024～26年度）

幸せコミュニティ形成

９．ハード・ソフト両面のインフラ整備
と広域連携施策の推進

10．地域の暮らしと産業を守る防災・減災
機能の高度化支援

 自立型広域連携アイランド

九州新幹線新八代～鹿児島中央間着工、2004年同区間開業

西九州新幹線長崎～武雄温泉間開業
九州新幹線博多～新八代間開業

1991年

2022年

九州新幹線・西九州新幹線早期開業

「九州・沖縄・山口ESG投融資方針」策定2022年
「マイナビ ツール・ド・九州2023」開催2023年
九州MaaS協議会設立2024年
「新生シリコンアイランド九州グランドデザイン」策定2024年
「マイナビ ツール・ド・九州2024」開催2024年

「九州・沖縄地方成長産業戦略（Earth戦略）」策定

「第2期九州創生アクションプラン（JEWELS＋）」策定2020年
2019年

「九州大学学術研究都市構想」策定

2020年


